　親子で学ぶ　　　　　　　　　　　　　紙上・カルチャースクール
　　英　　　　語　　    教　　    室　　  　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　発行所：共立二高・第一学年
　　　　　　　　　　　            　　　　　　　編集長：松ヶ枝　孝之
　　　　　　　　　　　　（高校編）１０　発行日：Thu. May. 14th. 1998
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　高　校　英　語　の　導　入（関係代名詞の基礎）


　今回は関係代名詞です。「関係代名詞」と聞いてすぐ「先行詞」という言葉を思い出し
てしまうようではいけません。もちろんそれも大切なことですが，さらに大切なことがあ
るのです。そのことを改めて確認しておきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（関係代名詞）
⑴　なぜ関係代名詞が必要になったのか？
　高校入試や大学入試の勉強をしすぎると，２つの英文を１つにする作業や，関係代名詞
の指す先行詞を指摘することが関係代名詞の問題であるという印象を持ちます。英文の意
味を理解する上ではそのようなことは確かに大切なことです。しかし長文を読む場合には
関係代名詞の英文が実際に使われたり，省略されて登場するわけですね。
　では，なぜ関係代名詞が出現するのでしょうか。我々を悩ますものならば，ないほうが
いいのは言うまでもありません。理由がありそうです。
　その理由を究明するには，日本語と英語との言葉の違い，特に修飾の仕方を考える必要
があります。日本語では名詞を修飾する言葉は，全て名詞の左側に書きます。
　⒜　花
　⒝　１本の花　　　　　　　　　　　〔１本の〕⇨〔花〕
　⒞　１本の美しい花　　　　　　　　〔１本の美しい〕⇨〔花〕
　⒟　彼がくれた１本の美しい花　　　〔彼がくれた１本の美しい〕⇨〔花〕
　ところが英語では⒟のように長い修飾語句の場合に，名詞の右側において説明するとい
う修飾の仕方になります。このことを『後置修飾』(こうちしゅうしょく)と呼びます。
　後置修飾の簡単な例から見てみましょう。
　⒠　Ａ　ｂｏｏｋ　　　　　　⒠’Ａ　ｂｏｏｋ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｄｅｓｋ



　⒡　Ｔｈｅ　ｍａｎ　　　　　⒡’Ｔｈｅ　ｍａｎ　ｓｉｔｔｉｎｇ　ｔｈｅｒｅ



　ところで⒜～⒟はどのような英語になるでしょうか。⒟に注目して下さい。
　⒜ｆｌｏｗｅｒ　　　⒝ａ　ｆｌｏｗｅｒ
　⒞ａ　ｂｅａｕｔｉｆｕｌ　ｆｌｏｗｅｒ
　⒟ａ　ｂｅａｕｔｉｆｕｌ　ｆｌｏｗｅｒ　ｗｈｉｃｈ　ｈｅ　ｇａｖｅ　ｔｏ　ｍｅ
　英語ではこのように後置修飾の構造が原則です。そして名詞を修飾する内容として「文」
に類する語句を続ける必要が生じた場合に，関係代名詞というものが必要になったのです。
●英文を区切って読む場合，基本的には『名詞の後で区切る』ことを理解しましょう。そ
　の後に，その名詞を説明する語句が続いている，と理解すればよいでしょう。
⑵　先行詞と関係代名詞
　一般的な関係代名詞の格変化を思い出しておきましょう。
　
　
　
　
 先行詞の種類
 主　　　格
 所　有　格
 目　的　格
 ●目的格の関係代名詞は
 　　省略ができましたね。
 　ただし，目的格ばかりでは
 　　ありません。


 　人　間
 　ｗｈｏ
 ｗｈｏｓｅ
  ｗｈｏｍ



 　人以外
 ｗｈｉｃｈ
 ｗｈｏｓｅ
 ｗｈｉｃｈ



  人と人以外
  ｔｈａｔ

  ｔｈａｔ



























⑶　関係代名詞の後の文
　関係代名詞で大切なことは，先行詞を言いあてることだけではなく，関係代名詞の後の
形が，まともな文にはなっていないということです。次の例を見てください。
　⒠Ｈｅ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｍａｎ
 ｗｈｏ
 ｃａｎ　ｓｐｅａｋ　Ｅｎｇｌｉｓｈ．

　　　　　　　　　（先行詞）
 　　（〔主　語〕の欠けている不完全な文）






　　　　　　　　　　　　　　〔補っている〕
 　










部を見てください。ｃａｎ　ｓｐｅａｋ　Ｅｎｇｌｉｓｈとなっています。これだ





けではまともな文にはなりませんね。これまでの文型の知識から判断すれば，〔主語〕が
ありません。そこで，欠けた〔主語〕を補う形で関係代名詞（主格）が用いられているの
です。
⑷　関係代名詞の品詞は「代名詞」
　名前からして当然のことです。いったい何の意味があるのでしょうか？関係代名詞の他
に，高校英語では『関係副詞』というものが登場します。この関係副詞の品詞は「副詞」
です。では代名詞と副詞の違いは？それは『代名詞』は文の主要素になれる，ということ
です。『副詞』は修飾語です。切り落とされてしまいます。この基本的な理解が関係副詞
を理解する上でとても重要なことです。ぜひ覚えておいて下さい。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
　教科書の例文をピックアップして確認しておきましょう。
　It supplies water to the cotton lands and the fertile fields which lie along
　the Mississippi.　　　　　　　（先　行　詞）
　（それはミシシッピ川流域に位置する綿花地帯や肥沃な畑に水を供給しています）
　関係代名詞はｗｈｉｃｈです。関係代名詞の右側に注目しましょう。
○〔主　語〕　ｌｉｅ　（ａｌｏｎｇ　ｔｈｅ　Ｍｉｓｓｉｓｓｉｐｐｉ）．
 　　　自動詞　　　　　修飾語句（前置詞＋名詞）



　（欠  如）
　この欠如している主語を補っているのが，主格の関係代名詞，ｗｈｉｃｈとなります。
●ｌｉｅ（横たわる，横になる）の活用形：　ｌｉｅ－ｌａｙ－ｌａｉｎ　
